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太地町への関心
 和歌山県太地町のイルカ漁を隠し撮りし、論争を
巻き起こしている米国のドキュメンタリー映画
「ザ・コーブ（入り江）」を見たからである。

 「ザ・コーブ」のDVDは太地町町民に郵送もされ
ている。



歴史
 くじらの町である。古来から捕鯨が盛んな地域で
あり、町のマークもイルカである

 現在では、小型捕鯨業とイルカ追い込み漁などの
イルカ漁業がさかんである

 毛髪水銀濃度と鯨肉摂取の関連性が示唆された



水銀被害
 2010年5月9日、環境省の国立水俣病総合研究セン
ターは、全町民の3割にあたる1137人を調査し、
全国の他地域と比べて平均で4倍超の水銀濃度を
毛髪から検出したと発表

 夏季調査の毛髪水銀濃度は男性が平均11.0ppm、
女性が6.63ppm、冬季調査では男性が平均11.2ppm、
女性が平均6.46ppmとなり、国内14地域で調べた
平均値（男性2.47ppm､女性1.64ppm）を大きく上
回っていた。なかでも調査対象の3.8%にあたる43
人は、メチル水銀による神経障害の症状が出る可
能性がある下限値として世界保健機構（WHO）
が提示している50ppmを上回っていた



人体の水銀濃度（太地町）



イルカ/鯨肉の水銀濃度



原因
 微量のメチル水銀は自然環境中にも広く分布して
おり、水環境中の食物連鎖によって魚介類や海洋
哺乳動物に濃縮され、一部のマグロ、カジキや一
部のクジラ、イルカなどでメチル水銀濃度は高く
なることが知られている。それを人が摂取するこ
とにより体内に水銀が蓄積される



学校給食問題
 和歌山県の太地町で水揚げされているゴンドウイ
ルカ（ゴンドウクジラ）から、鯨肉が給食として
子供たちに与えられていることが分かった。

 太地町の地元の議員たちが、有害である可能性が
あるものを給食として供給しているという実態の
調査と、給食供給への中止要望をしている。



水銀とは
 金属水銀・無機水銀・有機水銀に分けられる

 有機水銀の１種であるメチル水銀は、ある種の微
生物によって無機水銀から常に作られている

 水銀の暫定規制値は、総水銀値0.4ppm、メチル水
銀値0.3ppmである

 メチル水銀が人体に蓄積して起きる中毒症状は主
に神経症状である



水銀による神経症状
 感覚障害

 視野障害

 聴覚障害

 まっすぐに歩けなくなる

 滑らかな動作ができなくなる

 脳性麻痺症状

 知能障害



全国の水銀被害

新潟水俣病

熊本水俣病（第2水俣病）

関川水俣病（第3水俣病）



自然界の水銀
 今の自然界には、大気、海や川などの水、動植物、
土壌に水銀が存在する。

 最近では石炭の燃焼などの産業活動にともなって、
人為的に大気中に放出される水銀が増えていて、
社会問題になっている。

↓

 最近では水銀ゼロ電池など、普段の生活で水銀を
なるだけ使わないようになりつつあります。水銀
使用の削減については、２０１３年の条約制定に
むけて国際的な取り組みも進められています。



地表における水銀の循環



メチル水銀摂取
 海や湖など、自然界の水にはごくわずかの無機水
銀が溶けています。そしてその一部は特殊な細菌
の働きでメチル水銀に変わり、さらに食物連鎖に
よって魚介類に蓄積する。

 魚介類を食べると、きわめて微量ですが、メチル
水銀が体に入ってくる。

 日本では欧米諸国などにくらべて魚介類をたくさ
ん食べるため、メチル水銀を比較的多く取り込む
傾向がある。



食物連鎖の図



魚の種類とメチル水銀



体内でのメチル水銀
 摂取したメチル水銀は、血管を通り臓器に侵入

↓

 再び血管を通り、やがては排出される

体内に溜まり続けることはない





摂取量を測定
 メチル水銀は毛髪に蓄積しやすい

・毛髪の濃度からメチル水銀の濃度を測定

・ほとんどが魚介類から摂取

・魚をたくさん食べる人ほど毛髪の水銀濃度が高
い



魚の食べ方で毛髪水銀地が決まる

 メチル水銀の量は、
魚によって大きな差
がある

 たくさん食べればそ
れだけ濃度も高くな
る







二つを比べると

・関西よりも関東の方が高い

・マグロの摂取量が地域で異なっていることが影響して
いる



毛髪水銀濃度の目安

50ppm 成人で神経症状出現が疑われる最小値

11ppm 胎児影響が疑われる母親の最小値

5ppm 成人に対する耐容摂取量に相当

2.8ppm 胎児影響を考慮した母親の耐容摂取量に相当

2.5ppm 日本人男性の平均値

1.3ppm 日本人女性の平均値



体の水銀は減らせる
メチル水銀は体にたまり続けるのではなく、少しず
つだが、糞便や尿として排泄され、約２ヶ月で体の
中のメチル水銀は半分になる



メチル水銀の影響

主な「胎児への影響」の調査地域

メチル水銀の影響を受けやすいのは神経系である。摂取量が
多いと水俣病のような症状が現れるが、普段食べている魚か
らはそのようなことは起きない。

しかし、メチル水銀の影響を最も受けやすいのは発育中の胎
児で、胎児への影響については、世界の魚を多食するいくつ
かの地域で、現在も研究が続けられている。



現状
 多くのイルカ肉販売店および消費者の双方が、イ
ルカ肉の深刻な水銀汚染を知らない

 水銀が人の健康に深刻な害をもたらすことについ
て、一般の認識が薄い

 厚生労働省がネットで発表するだけでは、水銀汚
染の実態や警告を広く消費者に伝えることができ
ない



対策
 政府によって定められた暫定規制値を超える水銀
汚染食品の販売を禁止する

 各販売店に、汚染の事実を表示することを義務化
して、汚染情報を間違いなく消費者に提供し、消
費者の選択に任せる



まとめ

 魚介類を多く消費する日本では、魚も食べ、
イルカ肉も食べる人々にかなりの水銀が蓄積
されている。水銀の蓄積は毛髪検査によって
知ることができる。今後、毛髪検査によって
健康被害が明らかになると思う。次の世代を
担う若者などに水銀被害が及ぶのを防ぐため
に現時点での対策が必要である。


